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劭
２
０
１
８
年
度
の
マ
ル
サ
の
概
要
劮 

 

国
税
庁
か
ら
２
０
１
８
年
度
の
査
察
の
概
要
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
䣎
査
察
制
度
は
䣍
悪
質
な
脱
税
者
に
対
し
て
刑
事
責
任
を
追
求

し
䣍
そ
の
者
を
罰
す
る
こ
と
で
他
の
人
々
が
同
じ
よ
う
な
過
ち
を

犯
さ
ぬ
よ
う
戒
め
䣍
適
正
で
公
平
な
課
税
の
実
現
と
申
告
納
税
制

度
を
維
持
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
䣎
今
回
䣍
発
表
さ
れ

た
査
察
に
よ
る
告
発
件
数
は
１
２
１
件
で
し
た
が
䣍
中
で
も
消
費

税
の
還
付
制
度
を
悪
用
し
た
䣓
消
費
税
受
還
付
事
案
䣔
䣍
故
意
に

申
告
し
な
い
䣓
無
申
告
ほ
脱
事
案
䣔
䣍
海
外
取
引
を
悪
用
し
た
䣓
国

際
事
案
䣔
な
ど
重
点
事
案
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
全
体
の
半
数
近
く

を
占
め
て
い
ま
し
た
䣎
消
費
税
受
還
付
事
案
は
䣍
２
０
１
４
年
の

告
発
件
数
は
５
件
で
約
１
億
円
の
不
正
還
付
額
だ
䣬
た
も
の
が
䣍

今
回
は
１
６
件
で
約
１
９
億
円
と
急
激
に
増
加
し
て
お
り
䣍
未
遂

犯
に
つ
い
て
も
過
去
最
多
の
告
発
件
数
で
し
た
䣎
ま
た
無
申
告
ほ

脱
事
案
の
告
発
件
数
は
１
８
件
䣍
国
際
事
案
の
告
発
件
数
は
２
０

件
で
䣍
こ
れ
ら
を
含
む
脱
税
総
額
は
１
１
２
億
円
で
し
た
䣎 

そ
し
て
２
０
１
８
年
度
中
に
一
審
判 

決
が
言
い
渡
さ
れ
た
件
数
は
１
２
２ 

件
で
䣍
そ
の
全
て
に
有
罪
判
決
が
出 

さ
れ
７
人
に
実
刑
判
決
が
下
さ
れ
ま 

し
た
䣎
中
で
も
最
も
重
い
実
刑
判
決 

は
懲
役
４
年
６
カ
月
で
し
た
䣎
売
り 

上
げ
の
除
外
や
架
空
経
費
を
計
上
す 

る
な
ど
告
発
と
ま
で
は
な
ら
な
い
も
の
の
所
得
隠
し
を
行
え
ば

本
来
䣍
納
め
る
べ
き
税
金
の
他
に
重
加
算
税
や
延
滞
税
な
ど
が
課

さ
れ
ま
す
䣎
そ
れ
こ
そ
割
に
合
い
ま
せ
ん
䣎
適
正
な
納
税
に
よ
る

健
全
な
経
営
が
最
強
で
す
ね
䣎 

李です。我が家は実家も含め無類のいか好きです。おやつ、食後のお口直しにスル

メが登場するレベルです。お弁当にコチュジャンであえたさきいかは欠かせません。 

先日、クライアントさんに教えて頂いて山口県萩市に須佐・男命いかという商標登録

された剣先いかがあることを知りました。日本海の２００種類ものいかの中でも特に美

しいと云われています。何が美しいかというとその透明度です。その透明度はてっさ

以上です。お味は肉質が弾力性に富み柔らかく適度なコリコリ感。非常にうまし！！ 

いつの間にか「人生 100 年時代」といわれ

るようになりました。ライト兄弟が飛行機

を発明したのは 100年ちょっと前のこと。

それから人類は月面まで足をのばして着

陸し、間もなく月へ観光旅行に飛ぶ時代で

す。今日、生まれた赤ちゃんが 100 歳にな

ったそのとき世界はどうなっているので

しょう。想像もつきませんね。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【商売の主導権はどこにある？】 

 

「人生でいちばん無駄なこと」は何だと思いますか。「○○するこ

と」の○○を考えてみてください。ある人は「執着すること」だ

と答えました。「競争すること」と言った人もいます。どちらも一 

理あると思いますが、心理学的にいう 

「人生でいちばん無駄なこと」は「比 

較すること」だそうです。実際、私た 

ちは何かにつけて比較しています。 

人の持ち物と自分の持ち物。人の意見 

と自分の意見。人の幸せと自分の幸せ。 

つまり「他人」と「自分」を比べているわけです。なぜ比較する

ことが無駄なのか。それは、他人と自分を比較すると自分の感情

が揺れるからです。何かを比較するとき、私たちは無意識のうち

に優劣をつけています。それだけでなく、自分が決めた優劣で安

心したり落ち込んだりします。けれど、比べる相手が代われば安

心が心配になったり、今まで良いと思っていたことが揺らいだり

するのは皆さんも体験的にご存じでしょう。つまり、他人と比べ

て手に入れた（と思っている）安心や成功や幸せは、とても不安

定なのです。商売において不安定な要素はできるだけなくしたい

と思っているのに、そう考えている自分自身がいちばん不安定な

要素だというのは皮肉なものです。周りに気を取られ、他人を気

にしすぎている状況は、主導権を他人に渡しているのと同じこと

です。商売に集中しているつもりが、実は大事な商売の主導権を

他人に渡しているとしたらどうでしょう。禅の教えに「明珠在掌

（みょうじゅたなごころにあり）」という言葉があります。「明珠」

とは光り輝いている玉のこと。計り知れないほど価値がある宝物

のたとえです。「在掌」とは「その手の中にある」ということ。 

つまり「かけがえのない宝物はすでにあなたの手の中にあります

よ」という意味です。成功や幸せを考えるとき、私たちはつい「他

人の手の中」を見てしまいがちです。でも、無駄な時間を過ごし

たくなければ「自分の手の中」を見ることです。自分が本当にや

りたいことは何か。それが周囲と調和していれば、商売はおのず

と良い流れに乗っていくのではないでしょうか。 

 
今月の教えてキーワード：【マクロ経済スライド】 
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す
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今日という日は、 

残りの人生の最初の日である 
 

アメリカの薬物中毒患者救済機

関「シナノン」の設立者であるチ

ャールズ・ディードリッヒの言

葉。過去を思い悩んでも仕方な

い。いま、ここからがスタートだ。 

 

「人間の器の広げ方」 

PRESIDENT７月５日号の特集。

皆様は「自分の器を広げたい」と

普段思っていますか。器が大きい

人とは一言で「心に余裕のある

人」反対に小さい人は「直ぐに感

情の堤防が決壊して洪水になる」

ようなイメージです。人間観察す

ると人生経験豊富な方ほど、器が

大きい様です。少々のことでは動

じない芯の強さ。若い頃の苦労は

買ってでもせよ、ですね。先ずは

周囲で器の大きい方の真似をす

ることから始めてみましょうか。 


